



































































































































































































































































それとも 「乎見友」 ？ 
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5 終わりに ～「学びをデザインする子どもた
ち」～
本年度の本校の研究テーマである，子どもたちが「学
びをデザインする」とは，学習者である子どもたちが，
自発的自主的に学習に取り組むことであると考える。
「よい授業」とは，授業を通し，学習が得意な子も苦
手な子も，子どもたちが相互に協力し， 自発的自主的
に，問題を解決していこうとする「自主運営能力」や
「自己解決力」を身につけ，授業後には，子どもたち
一人ひとりが，「今日の授業は楽しかったな」「“学ぶ'
って楽しいな」と思える「自己肯定感」をもつことの
できる授業であると考える。子どもたちに「何をどの
ように教えなければならないのか」という，教師の指
導技術の向上をめざす「教える側の論理」を中心とし
た授業スタイルではなく，子どもたちにとっての「学
ぶことの意義」を考えた「学ぶ側の論理」を中心とし
た授業スタイルの創造をめざしている。 「教師中心の
一斉授業」スタイルから、 「子ども中心の学び合う
授業」スタイルヘの転換である。本実践において，
その原動力になったのが，「多読（ふたりはともだち）」
と「音読劇 (2C友だちげき場）」である。今後も，子
どもたちが，三位一体の対話（佐藤学1995)を通して，
国語に対する関心を深め，興床をもって自発的自主的
に学びを進めていける学習活動を工夫していきたい。
図9 保護者ボランティアによる読み聞かせ教室
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